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三重県名張地方チタン鉱．床調査報告

宮、本　弘道＊

　　　　　　　　　　要F　旨

　昭和29年2月2日から18目、間にわたり，三重県名張

市滝之原附近の砂チタソ鉱床を調査した。滝之原は近畿

目本鉄道大阪線名張駅の東方約8kmの所に位し，附近

に平地よりの比高約200mの斑栃岩の台地がある。本

地区の砂チタ ソ鉱床は斑栃岩または花歯閃緑岩等の風化

分解による原地露天化残留鉱床またはそれを源どする漂・

砂鉱床である。これらの鉱床は斑栃岩および花崩岩類を

基盤とし・前者に属するものは分布面積が比較的広く，

主として台地面上に賦存し，後者に属するものは台地周

縁の斜面の谷に発達する。調査当時稼行中のものは，滝・

之原地内の宮の上の鉱床で前者に属する。、鉱床は粘土層

および砂礫層の2つの部分からなり，粘土層中には重砂

の濃集部が挾まれ，宮の上では粘土層が厚く平均厚さ1

m．に達する。その他はそれ以下である。砂礫層は基盤

を直接に覆い，80％以上の斑栃岩の礫からなり，残り1ば

珪質岩石類・花嵩岩類等であ？てダいずれも円櫟または

それに近いものが多く，砂は斑栃岩の分解物が多く・花

油岩類のものも少量混入する。重砂を構成する鉱石鉱物

は，おもに破片状または板状のチタン鉄鉱からなり，粒

状の磁鉄鉱・赤鉄鉱等を僅かに伴なう。チタン鉄鉱およ

び磁鉄鉱は単体のものが非常に多い。宮の上の粘土層中

のTio2分は5～7％で，そのなかに挾まれる重砂の濃集

部ではTio213％に達するものもある。砂礫層の基盤

に接する部分の礫間の重砂の品位は，Tio25％程度で

ある。宮の上附近では鉱床の平均見込品位はTio25～6

％である。チタ琶精鉱はTio249％に達するものがあ

　り，燐・硫黄・バナジン等の不純物はぎわめて少なく，

一優秀なチタン鉱石である。その他の鉱床は品位いずれも

宮の上のものより低いと推定される。重砂は枝谷のみな

らず，幹谷中にも濃集して部り，その多くは田地になつ

ているから，さらに詳細な分布を知るとともに開発可能

な鉱量の増大を計る必要がある。

1．緒　　言

　昭和29年2月2目から18旧間にわたり，三重県名張

市滝之原附近の砂チタソ鉱床を調査したので，こ具こ綜

果を報告する。本調査に関する地質鉱床調査ほ宮本・物

部が，地形測量は宮沢・竹内が担当した・

＊鉱床都

2。位置お声び鉱区

　位置（第季図参照）

　三重県名張市滝之原は近畿日本鉄道大阪線名張駅の東

．方貫kmにあたり，調査当時は名張鉱山が稼行されてい
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第1図位置交通図

齪原　増j蝪

名張鉱山に至る径路

　　　　バス　　　　　徒歩
名張駅　　　→下比奈知　　　→名張鉱山現場
　　　4km　　　　　　4．2km

現場からの搬出径路

　　　人背ーオート三輪車　　　　　　トラヅク
現場　　　→　　　　　　→滝之原部落　　　　→
　　200m　　　lkm　　　　　　　7．5km
　　　　　　　　　　　　　近鉄伊賀線西名張駅

鉱　区　　　　　　　　　　　　　』

鉱区番号砂5，砂6，砂7

鉱業権者　東京都千代田区丸の内2の8

　　　　　古河鉱業株式会社

3．地　　㌧形

　本地区は伊賀盆地の南方に位し，小波田川および前深

瀬川に挾まれ，．台地状の地形』をなす。両河川はともに北

西方に流れ，’木津川に合する。地域内の一般海抜高度は

400m以下であつて，平地より比高約200mの高位置

を占め，台地面は開析が進み，起伏きわ南て緩く，所々

に水溜をつくる凹地がみられる。しかし小波田川および

前深瀬川に望む谷には，一部に20～300の傾ぎを示す所

もある6台地上を流れる小川は水量が少なく，選鉱用と

しては不充分そあるから，前深瀬川からの引水を必要と

するQ、

4．地　　質

附近の地質は沖積層・洪積層・花嵩岩類・斑栃岩等か
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三重県名張地方チタy鉱床調査報告　（宮本弘道）

。　らなる。

　　4．1洪積層
　　本層は上部の礫層および下部の爽亜炭粘土層の2層に

　大別される。

　　來亜炭粘土層

　　本層は蛙目粘土・耐火粘土・青色粘土・凝灰質粘土・’

　花嵩岩質砂・亜炭等からなる。八反田附近の本層は厚さ

　10mまで確かめられ，おもに青色精土および凝灰質粘

　土からなるg羽根から川上に通ずる小径附近の本層は，

　厚さ20mに達し，最上位を厚さ2mの花嵩岩質砂層が

　　占め，厚さ最大50cmの亜炭・蛙目粘土等を伴なう。

　　礫層
　　本層は八反田附近に堆積する厚さ2mの地層で，おも

　　に径50cm以下の花崩岩類・珪質岩石類の礫とその分

　　解物の砂からなる。

　　4．2　ン中積層F

　　本層は台地面およびその周縁斜面においては，おもに

　　斑栃岩の礫およびこれから誘導された砂・粘土からな

　　り，その厚さはときに10mに達する所がある。平地で

　　はおもに米占土からなる。

　　4．3斑粗岩
　　班栃岩はおもに含地に分布し，中粒ないし細粒のもの

　　が多い。本岩はおもに斜長石・異剥石・轍麓石等からなる

　　が斜長石および異剥石の比は一様でなく，外観も黒白の

、　かずり模様から暗緑色に至るまで多様である。斜長石は

　　曹灰長石ないし中性長石の範囲のものが多い。異剥戸お

　　よび繊携石は，大部分緑色～褐緑色の角閃石により囲ま

　　れ，頑火輝石を伴なうことがあり，コ官ナ構造を示すも

　　のが認められる。異剥石中にはチタン鉄鉱が包有ざれる

　　か，またはその結晶粒間に挾まれる’ことがある。緻撹石

　　は宮の上・川上部落南方等の斑栃岩中に含まれ，そのう

　　ち前者中には相当多量のチタン鉄鉱を包含し乳磁鉄鉱は

　　きわめて少ない。，また後者中には長さ1cm以上の角閃

　　石の大晶を包含し，検鏡によればその大晶中には異剥石

　　が僅かに残り，少量の右英を伴なうことがあるg

　　　副成分鉱物としては，黒雲母・チタソ鉄鉱・角閃石・

　　燐灰石・磁鉄鉱等をあげることができる。本岩は半花崩

　　岩・石英脈・巨晶花嵩岩・花嵩岩等により貫かれてい

　　ることがあり，また上出小場附近の花嵩閃緑岩を貫く

　・玲岩岩脈中には比較的粗粒の斑栃岩片が捕穫されてい

　　る。
　　　これらの岩脈状花嵩岩類は，とぎに密集することがあ

　　り，斑栃岩に破砕構造を与え，ひいては風化を容易なら

　　しめている0

　　　4．4花樹岩類
　　　本岩類には花醐閃緑岩・花崩岩・半花嵩岩・巨晶花嵩

岩等がある。．．

　花嵩閃緑岩

　本岩はおもに台地の周縁部に分布し，中粒のものが多

く，おもな構成鉱物は石英・斜長石・黒雲母等であつて

角閃石・正長石・糖石・燐灰石・チタソ鉄鉱・ジルコ

ン・磁鉄鉱等の副成分鉱物を伴なう。斑栃岩との接触部

附近は，角閃石・黒雲母等の有色鉱物が一定方向に並び

片麻岩様の外観を示し，また場所により石英が著しく増

す尊とが訪るg本岩は半花嵩岩・石英脈・巨晶花嵩岩・

花醐岩等によつて貫かれる。

　川上部落の南方道路端の本岩中に，ほΨ南北の方向に

走る幅2mの圧砕帯が認められ，とく・に角閃石・黒雲

母を多量に含む。

　花嵩岩
　本岩は台地の北斜面に広く分布し，細粒ないし中粒

で，正長右および石英が多く，灰曹長石程度の斜長石が

ごく礎かに認められるにすぎず，副成分鉱物としては，

黒雲母・角閃石・磁鉄鉱・燐灰石・ジルコソ等を伴な

う。本岩は花歯閃緑岩および斑栃岩を貫ぎ，とくに斑栃

岩に接する部分は珪質細粒となる。

　その他の花嵩岩類

　半花嵩岩および巨晶花崩岩は，どもに斑栃岩および花

嵩閃緑岩を貫ぎ，構成鉱物は石英および正長石を主と

し，黒雲母・白雲母・柘榴石・磁鉄鉱・燐灰石等を伴な

い，とくに巨晶花嵩岩中には白雲母が多量に含まれるも

のがある。、，

5．．鉱　　床

本地区のチタン鉱床は，斑栃岩または花嵩岩類の風化、

分解による原地露天化残留鉱床，またはそれらを源とす

る漂砂鉱床である。その分布状況は第2図に示す通りで　．

斑栃岩を基盤とする台地面上のものは鉱床の分布面積が

広い。台地の周縁斜面に発達する谷の鉱床中には，花嵩

岩類を基盤とするものがある。

5．1　斑栃岩を基盤とする場合

　鉱床は砂礫署および粘土層の2部分からなる。その賦

存状況がよく観察されるめは・宮の上採掘場附近でプ次

にこれについて述べる。

　砂礫属は基盤を直接に覆い，80％以半嫡斑栃岩の礫倉

らなり，残りは珪質岩石類・花崩岩類等であつて・いず

れも円礫またはそれに近いものが多く・砂は斑栃岩の分

解物が多く，花嵩岩類のものも少量混入する。礫の大ぎ

さは様々で，径30cmを超え．るものも相当多量に含ま

れるが，基盤に接する部分には，径3cm以下の比較的

小粒の斑栃岩礫が多い。

　粘土層は砂礫層の上位を占め，主として淡褐色でL5m
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の厚さを示し，上記の円礫を多少混入し，デ部に厚さ10

cmの黒色重砂濃集部を挾む。その礫は径1～2cmのも

のが多く，まれに径20cmに達するものが混入するこ、

とがあろ。このような厚さあ粘土層は，谷沿いに傾斜は

約200をもつて約100mの間に拡がる。

　大沢および上三谷両地区は宮の上の場合に較べて谷底

傾斜が緩やかで，地表近くには径20cmに達する斑栃

岩礫が，至る所に散在し，一般には宮の上附近よりも薄

く，厚さ50cm以下の場合が多いが，部分的には厚さ

1mに達するものも認められる。

　さらに谷底傾斜の緩やかな一枚田地区は，大沢および

上三谷両地区に較べてさらに粘土層が薄く，厚さ50cm

を超えるものは少ない。また谷底傾斜が200を超える場

合は，厚さ50cmを超える粘土層は認められず，砂礫

層はほとんど生成されない。粘土層は支谷のみならず，

これに続く低部の幹谷においても認められ，厚さも支谷

の場合に較べて厚くなる。とくに支谷が幹谷に合する附

近では，粘土層が厚くなる。上三谷の北西方の採掘跡は

その一例である。

　砂礫層の基盤に接する部分には，重砂が多く，とくに

宮の上附近においては多量に重砂が濃集し，厚さは1m

に達し，良好な鉱況を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，れる通りである6この地帯の粘土層中りTio・分は5～

7％で，そのなかに挾まれる重砂の濃集部ではTio213

％に達するものもある。砂礫層の最下位，すなわち基盤

に接する部分の礫間の重砂の品位は筆025％程度であ

、る。附近の風化分解による軟質の斑栃岩中を監は，g％程

度の『Tio2分を含むものがある6宮の上附近の鉱床は，

平均Tio25～6％と見込まれる。そのチタソ精鉱の化

学分析結果は第2表に示したが，バナジン・燐・硫黄等

第1表　宮の上採取試料化学分析結果

1
1
1
’2

3
4・

5

試料採取位．置．

粘土層
粘土層中の重砂濃集部

砂礫層最下位の重砂

粘ち土層

　〃

軟質斑栃岩
　〃

厚さ（m〉

1．5

0．2

1．2

0．9

1
0．5

Tio2（％）

5．80

13．12

5．40

7．40

6．40

6．40

9．20

分析：後藤隼亥

第2表　チタン精鉱化学分析結果

　5．2　花商岩類を基盤とする場合

　この場合はむしろ漂砂鉱床に属し，斑栃岩以外の礫砂

が増加する点が，前項の場合に較べて異なるだけであ

る・台地周縁部には，この型の鉱床が多くみられる。

　5．3その他
　本地区内の花嵩閃緑岩中には，比較的多量gチタン鉱

物が含まれるものがあり，これが露天化作用を受けて，

チタン鉱物に富む原地残留鉱床を形成したものである。

一枚田北方の羽根部落の近くにこの種の濃集部が認めら

れた。

　　　　　　　6．鉱　　石

峡石l　　　　　　　l　　　　　●　　　一

　　　　　Tio2　　　　　　　酔

上　　鉱

並　　鉱

48．30

46．50

33．64

34．59

V

tr．

tr．

Sio2

2．88

5．94

P

0．00

0』00

S

　重砂を構成する鉱石鉱物は1おもに破片状または板状

のチタン鉄鉱からなり，粒状の磁鉄鉱一・赤鉄鉱等を僅か

忙伴なう。チタン鉄鉱および磁鉄鉱は，単体のものが非

常に多いり磁鉄鉱粒中にぎわめて細い格子状のチタン鉄

’鉱が含まれるもの，磁鉄鉱粒の一部が赤鉄鉱化している

、もの等が見受けられる。脈石としては破片状の石英・斜

長石・白雲母・ジルコン，暗緑色衷たは黒色の角閃石・

黒雲母r異剥石のほか，柘榴石等があげられるが，この’

ほかに異剥石を伴なう岩片も相当多量に混入する。

7．品　　位

’宮の上附近の採取試料の化学分析結果は第1表に示さ

単位％

0．03

0．03

分析：後藤隼叛

の不純分はぎわめて少なく，優秀である。

　大沢・上三谷・一枚田の各地区および北谷北方の採掘

跡附近の各粘土層の化学分析を行ない，第3表に示す結

果を得た。

　大沢の粘土層はTiO22％以上の品位を示す部分が多

く，平均Tio23％と見込まれ，上三谷ではTio21％

台の品位を示す部分が若干認められるが，平均品位は

Tio，2％と見込まれる。谷の幅が比較的に広く，底の

浅いで枚田においては平均見込品位TiO21％以下と推

定されるb北谷およびくぬぎ谷の合する採掘跡附近の粘

土層は，Tio23％以上の品位を示し，大沢地区のもの

に較べて鉱況がよい。

8．’沿革および現況

　8．1沿革
　昭和8～9年頃土地の人により黒砂の存在が確かめら

れ，同10年頃松岡某が土砂採取法によりチタン鉄鉱を

採取しようとLたが，出鉱をみるに至らなかつた。同14

～15年頃三谷某が採取権を獲得し，同18年砂鉱区の設定

50一（708）



三重県名張地方チタン鉱床調査報告　（宮本弘道）

第3表粘土層化学分析結果・

地区

・大

沢

上

浴

位置監釜

6
7
8
9
10

11

12
13
14
15

16
17
18
19
20

21
22
23
24
25

26
27

28
29
30
31
32

33
34
35
36
37

38
39
40
41
42

43
44
45
46
47
』
4
8

49
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を行ない，まもなく目本稀有金属株式会社の経営下には

いゆ，猫流し方法により試験稼行が行なわれた。同珀年

頃特殊金属株式会社の経営となり，と，いながし法によ軌

TiO250％のチタソ精鉱約300t出鉱した。昭和20年

8月終戦とともに稼行を休止し，同24年頃岩谷某を経

て，同年末に現権者が鉱業権を継承し，同27年探鉱を

行なうと同時に選鉱・採鉱の設備を整え，試験稼行して

現在に至る。

　8．2現況　1　　　　　』’》

稼行鉱床　宮の上

　採、掘露天掘水力によつて鉱床を崩壊処理し，

サンドポンプにより選鉱場に送る。

選鉱ドラグベルト・トロソメル●テーブルに声

り選鉱する。

　選鉱実収率　70％，処理能力　1t／day

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　精鉱品位　第1精鉱　Tio，43・シ45％

　　　　　　第2精鉱Tio2．47～49％

動カディーゼル301P・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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出　　鉱　最大出鉱量　30tlday

出鉱先　古河鉱業株式会社大阪製錬所

使用目的　チタン白の原料

出鉱量昭和24年度　　10t（Tio、48％）
　　　　　昭和25～27年度　70t（噴0248％）

　　　　　昭和28．4～29．2　約2ρO　t（TiO248～49％）

労務者在籍数　　9名

9．結　　語

　調査結果を総括すれば，下記の事項にまとまる。

　1）本地区のチタン鉱床は斑栃岩および花歯岩類の風，

化分解による原地残留鉱床またはそれらを源とする漂砂

鉱床に属する。本鉱床のチタソ鉱物の供給源は，おもに

斑栃岩で，花嵩閃緑岩よりのものも一部混入する。

　2）　チタン鉱床は粘土層および砂礫層の2つの部分か

らなり，粘土層中には重砂の濃集部が挾まれる・調査結

果によれば，宮の上の粘土層が厚く，平均厚さ1mに

達する・その他はそれ以下である。

　3）　おもな鉱石鉱物はチタン鉄鉱で，単体鉱物からな

るものが多く，その他の鉱石鉱物はぎわめて少ない・

　4）宮の上の鉱床の平均見込品位は，Tio25～6％で

高品位である。チタン精鉱はTio249％に達するもの

があり，不純分はきわめて少なく，優秀なチタン鉱石で

ある。その他の鉱床は品位はいずれも宮の上のものより

低いと推定される。

　5）重砂は枝谷のみならず，幹谷中にも濃集してお

り，その多くは田地になつているから，、さらに詳細な分

布を知るとともに，開発可能な鉱量の増大を計る必要

がある。

　6）一花嵩閃緑岩等の軟質部にも相当多量のチタソ鉱物

が濃集する場合があるから，今後の開発の際には見逃す

わけには行かない。

（昭和29年2月調査）

発

52一（7工0）




